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第１号

久慈市

久慈市
く じ し

は 2050年
ねん

二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

排 出
はいしゅつ

実質
じっしつ

ゼロを宣言
せんげん

し、これまで以上
いじょう

に地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

対策
たいさく

を進
すす

めるべく、市内
し な い

で適正
てきせい

に再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

を促進
そくしん

させるためのエリア設定
せってい

を検討
けんとう

しています。 

「くじエネルギー通信
つうしん

」では、市民
し み ん

の皆様
みなさま

に地域
ち い き

の再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

へのご理解
り か い

を深
ふか

めていただ

くため、令和
れ い わ

４～５年度
ね ん ど

にかけて合計
ごうけい

６回
かい

、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の現 状
げんじょう

や、近年
きんねん

のエネルギーをめぐる社会
しゃかい

の動向
どうこう

、

久慈市
く じ し

の再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

を促進
そくしん

させるための検討
けんとう

状 況
じょうきょう

などを情 報
じょうほう

発信
はっしん

します。 

温室
おんしつ

効果
こ う か

ガス増加
ぞ う か

 

人類
じんるい

の生産
せいさん

活動
かつどう

 平均
へいきん

気温
き お ん

上 昇
じょうしょう

、干
かん

ばつ、洪水
こうずい

の多発
た は つ

 

 
■アマリンクイズ 

こたえは、裏
うら

のこのあたり↓ 

地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

により気温
き お ん

が高
たか

くなると、これまで収 穫
しゅうかく

でき

た農作物
のうさくもつ

、水揚
み ず あ

げできた水産物
すいさんぶつ

がとれなくなり、農林
のうりん

水
すい

産 業
さんぎょう

に大
おお

きな影 響
えいきょう

を及
およ

ぼすと言
いわ

われているのよ。このまま気候
き こ う

変動
へんどう

が進
すす

むと、久慈
く じ

市
し

で生産
せいさん

されるお米
こめ

や果物
くだもの

などの農作物
のうさくもつ

の品質
ひんしつ

低下
て い か

も心配
しんぱい

されているわ。 

 
～地球

ちきゅう

温暖化
おんだんか

問題
もんだい

が私
わたし

たちの生活
せいかつ

に与
あた

える影響
えいきょう

～ 

約
やく

200年前
ねんまえ

、人類
じんるい

が石炭
せきたん

・石油
せ き ゆ

など化石
か せ き

燃 料
ねんりょう

の使用
し よ う

により二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

など温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスの

排 出 量
はいしゅつりょう

が増
ふ

えたことで地球
ちきゅう

の空気
く う き

は 温
あたた

められ、世界
せ か い

各地
か く ち

で平均
へいきん

気温
き お ん

が 上 昇
じょうしょう

しているんだよ。 

その結果
け っ か

、干
かん

ばつ、大雨
おおあめ

や洪水
こうずい

などの異常
いじょう

気象
きしょう

が多
おお

く発生
はっせい

していて、何
なに

も対策
たいさく

を 行
おこな

わないと

将来的
しょうらいてき

にさらに気候
き こ う

変動
へんどう

が進
すす

み、自然
し ぜ ん

災害
さいがい

が多発
た は つ

すると言
い

われているんだ。 

①石炭
せきたん

・石油
せ き ゆ

など 

の化石
か せ き

燃 料
ねんりょう

 

②葉
は

っぱ ③ティッシュ 

くわしくは↓ 

＜農業
のうぎょう

への影響
えいきょう

の事例
じ れ い

：米
こめ

の品質
ひんしつ

低下
て い か

＞ 

タン君

緑のダイヤ
ちゃん

アマリン

出典：地球温暖化と農林水産業サイト

くわしくは↓ 

くじエネルギー通信
つ う し ん

 

私
わたし

たち人類
じんるい

が 日 常
にちじょう

の活動
かつどう

の中
なか

で

使用
し よ う

することで、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の原因
げんいん

とな

る温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスの大 量
たいりょう

排 出
はいしゅつ

を招
まね

いて

いるものは何
なん

でしょう？ 




農林 (のうりん)水産業 (すいさんぎょう)への影響 (えいきょう)




地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の現状 (げんじょう)


久慈市 (くじし)は2050年 (ねん)二酸化炭素 (にさんかたんそ)排出 (はいしゅつ)実質 (じっしつ)ゼロを宣言 (せんげん)し、これまで以上 (いじょう)に地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)対策 (たいさく)を進 (すす)めるべく、市内 (しない)で適正 (てきせい)に再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)を促進 (そくしん)させるためのエリア設定 (せってい)を検討 (けんとう)しています。

「くじエネルギー通信 (つうしん)」では、市民 (しみん)の皆様 (みなさま)に地域 (ちいき)の再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)へのご理解 (りかい)を深 (ふか)めていただくため、令和 (れいわ)４～５年度 (ねんど)にかけて合計 (ごうけい)６回 (かい)、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の現状 (げんじょう)や、近年 (きんねん)のエネルギーをめぐる社会 (しゃかい)の動向 (どうこう)、久慈市 (くじし)の再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)を促進 (そくしん)させるための検討 (けんとう)状況 (じょうきょう)などを情報 (じょうほう)発信 (はっしん)します。


温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガス増加 (ぞうか)


人類 (じんるい)の生産 (せいさん)活動 (かつどう)


平均 (へいきん)気温 (きおん)上昇 (じょうしょう)、干 (かん)ばつ、洪水 (こうずい)の多発 (たはつ)




■アマリンクイズ


こたえは、裏 (うら)のこのあたり


地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)により気温 (きおん)が高 (たか)くなると、これまで収穫 (しゅうかく)できた農作物 (のうさくもつ)、水揚 (みずあ)げできた水産物 (すいさんぶつ)がとれなくなり、農林 (のうりん)水 (すい)産業 (さんぎょう)に大 (おお)きな影響 (えいきょう)を及 (およ)ぼすと言 (いわ)われているのよ。このまま気候 (きこう)変動 (へんどう)が進 (すす)むと、久慈 (くじ)市 (し)で生産 (せいさん)されるお米 (こめ)や果物 (くだもの)などの農作物 (のうさくもつ)の品質 (ひんしつ)低下 (ていか)も心配 (しんぱい)されているわ。




～地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)問題 (もんだい)が私 (わたし)たちの生活 (せいかつ)に与 (あた)える影響 (えいきょう)～


約 (やく)200年前 (ねんまえ)、人類 (じんるい)が石炭 (せきたん)・石油 (せきゆ)など化石 (かせき)燃料 (ねんりょう)の使用 (しよう)により二酸化炭素 (にさんかたんそ)など温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガスの排出量 (はいしゅつりょう)が増 (ふ)えたことで地球 (ちきゅう)の空気 (くうき)は温 (あたた)められ、世界 (せかい)各地 (かくち)で平均 (へいきん)気温 (きおん)が上昇 (じょうしょう)しているんだよ。

その結果 (けっか)、干 (かん)ばつ、大雨 (おおあめ)や洪水 (こうずい)などの異常 (いじょう)気象 (きしょう)が多 (おお)く発生 (はっせい)していて、何 (なに)も対策 (たいさく)を行 (おこな)わないと将来的 (しょうらいてき)にさらに気候 (きこう)変動 (へんどう)が進 (すす)み、自然 (しぜん)災害 (さいがい)が多発 (たはつ)すると言 (い)われているんだ。


石炭 (せきたん)・石油 (せきゆ)など

の化石 (かせき)燃料 (ねんりょう)


②葉 (は)っぱ


③ティッシュ


くわしくは↓


＜農業 (のうぎょう)への影響 (えいきょう)の事例 (じれい)：米 (こめ)の品質 (ひんしつ)低下 (ていか)＞


くわしくは↓


くじエネルギー通信 (つうしん)


私 (わたし)たち人類 (じんるい)が日常 (にちじょう)の活動 (かつどう)の中 (なか)で使用 (しよう)することで、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の原因 (げんいん)となる温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガスの大量 (たいりょう)排出 (はいしゅつ)を招 (まね)いているものは何 (なん)でしょう？



市民
し み ん

の皆
みな

さまの再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

についての

認知度
に ん ち ど

・関心度
かんしんど

を把握
は あ く

することや、再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー

への期待
き た い

や気
き

にかかること、不安
ふ あ ん

などを把握
は あ く

することを

目的
もくてき

にアンケート調査
ちょうさ

を 行
おこな

います。 

ご自宅
じ た く

にアンケート用紙
よ う し

が届
とど

きましたら、ご 協 力
きょうりょく

を

お願
ねが

い致
いた

します。 

現在
げんざい

、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の進行
しんこう

により、その原因
げんいん

となる温室
おんしつ

効果
こ う か

ガス排 出 量
はいしゅつりょう

を減
へ

らしていくため、地域
ち い き

に豊富
ほ う ふ

な再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーを最大限
さいだいげん

導 入
どうにゅう

していくことが求
もと

められています。 

太陽光
たいようこう

・風 力
ふうりょく

・中 小
ちゅうしょう

水 力
すいりょく

・地熱
ち ね つ

といった再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーは、発電
はつでん

時
じ

に温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスを排 出
はいしゅつ

しない

クリーンなエネルギーです。これまで利用
り よ う

してきた化石
か せ き

燃 料
ねんりょう

を再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーに転換
てんかん

していくことは、

地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

の抑制
よくせい

につながります。 

久慈市
く じ し

は、市内
し な い

の再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー資源
し げ ん

の 状 況
じょうきょう

を分析
ぶんせき

した上
うえ

で、地域
ち い き

に役立
や く だ

つ再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー

事業
じぎょう

を検討
けんとう

し、2050年
ねん

カーボンニュートラルに向
む

けて、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

対策
たいさく

を推進
すいしん

します。 

 

■地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

対策
たいさく

の推進
すいしん

 ～再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーの最大限
さいだいげん

の利用
り よ う

～ 

くじエネルギー通信

 

■アンケート調査
ちょうさ

ご協力
きょうろく

のお願
ねが

い 

 

■陸域
りくいき

再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーゾーニング協議会
きょうぎかい

を開
かい

催
さい

しました 

＜第
だい

３回
かい

協
きょう

議会
ぎ か い

の 状 況
じょうきょう

＞ 

アマリンクイズの答
こた

え：①石 炭
せきたん

・石油
せきゆ

などの化石
かせき

燃 料
ねんりょう

  

解 説
かいせつ

：発 電
はつでん

や 燃 料
ねんりょう

使用
しよう

で化石
かせき

燃 料
ねんりょう

を燃
も

やすと二酸化炭素
にさんかたんそ

 

などの温 室
おんしつ

効果
こうか

ガスが 排 出
はいしゅつ

されるよ。 

くわしくは↓ 

くわしくは↓ 

太陽光
たいようこう

発電
はつでん

 水 力
すいりょく

発電
はつでん

 風 力
ふうりょく

発電
はつでん

 地熱
ち ね つ

発電
はつでん

 

市内
し な い

で適正
てきせい

に再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

の促進
そくしん

を図
はか

る

ために、令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

７月
がつ

６日
にち

（水
すい

）に「第３回
だい３かい

陸域
りくいき

再生
さいせい

可能
か の う

エネルギーゾーニング協議会
きょうぎかい

」を開催
かいさい

しました。 

専門家
せんもんか

のほか、岩手県
いわてけん

関連
かんれん

部局
ぶきょく

、市内
し な い

団体
だんたい

の代表者
だいひょうしゃ

な

どが集
あつ

まり、久慈市
く じ し

の再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー促進
そくしん

区域
く い き

の

設定
せってい

方針
ほうしん

や、市民
し み ん

の皆様
みなさま

との再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー導 入
どうにゅう

に

向けた合意
ご う い

形成
けいせい

の方法
ほうほう

などについて意見
い け ん

交換
こうかん

が 行
おこな

われ

ました。 

■実施
じ っ し

期間
き か ん

：令和
れ い わ

４年
ねん

8月
がつ

４日
にち

(木
もく

)～８月
がつ

29日
にち

(月
げつ

) 

■対象者
たいしょうしゃ

：市内
し な い

にお住
す

まいで無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

された方
かた

 

■実施
じ っ し

方法
ほうほう

：アンケート用紙
よ う し

 or web による回答
かいとう

 


市民 (しみん)の皆 (みな)さまの再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)についての認知度 (にんちど)・関心度 (かんしんど)を把握 (はあく)することや、再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーへの期待 (きたい)や気 (き)にかかること、不安 (ふあん)などを把握 (はあく)することを目的 (もくてき)にアンケート調査 (ちょうさ)を行 (おこな)います。

ご自宅 (じたく)にアンケート用紙 (ようし)が届 (とど)きましたら、ご協力 (きょうりょく)をお願 (ねが)い致 (いた)します。


現在 (げんざい)、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の進行 (しんこう)により、その原因 (げんいん)となる温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガス排出量 (はいしゅつりょう)を減 (へ)らしていくため、地域 (ちいき)に豊富 (ほうふ)な再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーを最大限 (さいだいげん)導入 (どうにゅう)していくことが求 (もと)められています。

太陽光 (たいようこう)・風力 (ふうりょく)・中小 (ちゅうしょう)水力 (すいりょく)・地熱 (ちねつ)といった再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーは、発電 (はつでん)時 (じ)に温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガスを排出 (はいしゅつ)しないクリーンなエネルギーです。これまで利用 (りよう)してきた化石 (かせき)燃料 (ねんりょう)を再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーに転換 (てんかん)していくことは、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)の抑制 (よくせい)につながります。

久慈市 (くじし)は、市内 (しない)の再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー資源 (しげん)の状況 (じょうきょう)を分析 (ぶんせき)した上 (うえ)で、地域 (ちいき)に役立 (やくだ)つ再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー事業 (じぎょう)を検討 (けんとう)し、2050年 (ねん)カーボンニュートラルに向 (む)けて、地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)対策 (たいさく)を推進 (すいしん)します。




■地球 (ちきゅう)温暖化 (おんだんか)対策 (たいさく)の推進 (すいしん)　～再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーの最大限 (さいだいげん)の利用 (りよう)～




■アンケート調査 (ちょうさ)ご協力 (きょうろく)のお願 (ねが)い




■陸域 (りくいき)再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーゾーニング協議会 (きょうぎかい)を開 (かい)催 (さい)しました


＜第 (だい)３回 (かい)協 (きょう)議会 (ぎかい)の状況 (じょうきょう)＞


アマリンクイズの答 (こた)え：①石炭 (せきたん)・石油 (せきゆ)などの化石 (かせき)燃料 (ねんりょう)　

解説 (かいせつ)：発電 (はつでん)や燃料 (ねんりょう)使用 (しよう)で化石 (かせき)燃料 (ねんりょう)を燃 (も)やすと二酸化炭素 (にさんかたんそ)

などの温室 (おんしつ)効果 (こうか)ガスが排出 (はいしゅつ)されるよ。


くわしくは↓


くわしくは↓


太陽光 (たいようこう)発電 (はつでん)


水力 (すいりょく)発電 (はつでん)


風力 (ふうりょく)発電 (はつでん)


地熱 (ちねつ)発電 (はつでん)


市内 (しない)で適正 (てきせい)に再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)の促進 (そくしん)を図 (はか)るために、令和 (れいわ)４年度 (ねんど)７月 (がつ)６日 (にち)（水 (すい)）に「第３回 (だい３かい)陸域 (りくいき)再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギーゾーニング協議会 (きょうぎかい)」を開催 (かいさい)しました。

専門家 (せんもんか)のほか、岩手県 (いわてけん)関連 (かんれん)部局 (ぶきょく)、市内 (しない)団体 (だんたい)の代表者 (だいひょうしゃ)などが集 (あつ)まり、久慈市 (くじし)の再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー促進 (そくしん)区域 (くいき)の設定 (せってい)方針 (ほうしん)や、市民 (しみん)の皆様 (みなさま)との再生 (さいせい)可能 (かのう)エネルギー導入 (どうにゅう)に向けた合意 (ごうい)形成 (けいせい)の方法 (ほうほう)などについて意見 (いけん)交換 (こうかん)が行 (おこな)われました。


■実施 (じっし)期間 (きかん)：令和 (れいわ)４年 (ねん)8月 (がつ)４日 (にち)(木 (もく))～８月 (がつ)29日 (にち)(月 (げつ))

■対象者 (たいしょうしゃ)：市内 (しない)にお住 (す)まいで無作為 (むさくい)抽出 (ちゅうしゅつ)された方 (かた)

■実施 (じっし)方法 (ほうほう)：アンケート用紙 (ようし) or webによる回答 (かいとう)
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